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１５日（月）、６年生のボランティア委員会と

真昼荘プレゼントプロジェクトチームの代表の
子どもたちが真昼荘を訪問しました。 

ボランティア委員は、秋に各家庭よりご協力い
ただいた古タオルを、プロジェクトチームは、総
合の学習の中で企画・制作した「ぬり絵、新聞、
千羽鶴、ミニツリー」をそれぞれ届けました。 

真昼荘を利用される方々には、子どもたちから
の一足早いクリスマスプレゼントとして喜んで
いただければ幸いです。 
 
 

 

 

１１日（木）、５年生が「ＳＯＳの出し方教
室」に参加しました。臨床心理士の方を講師
にしたこの教室は、困ったときに一人で悩み
を抱え込まずに、自分から助けを求められる
ようにすることを目的とするものです。子ど
もたちはどんなときに、どうやって助けを求
めたらいいか、その方法やヒントを得ること
ができたのではないかと思います。 

 
 

 



 

 

  

 

１７日（水）、千畑地区在住の楽器指導者の
〇〇〇〇さんを先生に、４年生が「琴」に触れ
るを体験しました。４年生は今、日本に古くか
ら伝わる楽器の音楽について学んでいます。今
回は親指・人差し指・中指に「つめ」をはめ、
実際に琴に触れてその音色を確かめました。琴
は美郷中学校から借りたものです。 
 
 

 

８日～19 日の期間、運営委員があいさつ運
動を展開してくれています。気持ちのよいあ
いさつが広がっています。 

 

16 日（火）、地区ごとに登校の様子をふり
返るとともに、降雪に伴う冬季の危険箇所や
地区の行事について確認しました。 
 

 17 日（水）、園小連携事業で、なかよし園
年⾧児の保護者の方が１年生の授業を参観さ
れました。１年生は張り切って学習しました。 
 

18 日（木）、４回目のチャレンジテスト
がありました。繰り返し練習したがんばり
が結果に表れることを期待したいです。 

 


